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　本州南岸の黒潮沿岸域にある開放性海湾である駿河湾には，湾奥寄りの湾央を横断する駿河湾フェリー（株

式会社エスパルスドリームフェリー）が定期就航している．フェリーは清水港と土肥港を1日4往復してい

る。湾奥での物質循環や流動場を知る目的でフェリーにADCPを搭載したのは，2008年であり途中欠測もある

が既に10年近いデータの蓄積ができた．流動の観測データは鉛直方向に4m間隔で船底下約8m深からおおよそ

100m層付近までを連続的に取得し、約10年の平均流，各年平均流，1ヶ月平均流を算出し，過去の研究報告

との比較を行った．本報告では過去の研究と同様な反時計回りの循環流を観測するとともにその鉛直構造がす

くなくとも100mの厚みを持つことが判明した．さらに反時計回りの循環流は季節内変動を持っていた．また

黒潮の典型的大蛇行と非大蛇行による違いにも注目した。
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